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Abs trac t

Enhanced stratospheric aerosols due to Mt.Pinatubo eruption has been Measured using

a YAG laser-based three-wavelength(106度　532　and　355nm) lidar and a YAG laser-based large

-scale lidar (532nm) at NIES.Tsukuba since June 1991. The present paper describes some

results of optical properties analysis using the lidar data obtained since December,

1991 when the main body of aerosols started to appear over Japan.

は　じ　め　に

国立環境研究所では,大型レ～ザ-レーダー装置およびY A G　レ-ザ-を用いた3波長の　ミ　ー散

乱多波長レーザー　レ-ダー装置を用いて,　ピナ　ツボ火山噴火以降の成層圏エアロ　ゾルの観測を行っ

てきた.　ピナ　ツボ火山噴火( 1 9　9 1年6　月1 5　日)級,　6月末よ　り,　ピナツボ火山を起源とする

とみられる成層圏エアロゾルの増加を観測した　Fig.1は大型レ-ザ-レーダーによ　って観測された

IBC(Integrated Backscatter Coefficient)の時間変化を1 9　9 1年1月1日を起点と　して描いてい

る　1 9　9 1年秋以降に顕著なェアロ　ゾルの増加が見られる｡

また,　ミ　-散乱多波長レ-ザ-レーダーによる観測を1 9　9 1年1 2月より開始した.複数の波

長を用いた観測により,エアロゾルの粒径分布,光学的性質の把産が可能となる.本報告では,開

発した　ミ　-散乱多波長レ-ザ-　レ-ダーの装置の概要と観測結果について報告する.

装置の社要

ミ-散乱多波長レーザ-レ-ダ-の構成をFig.2に示す.発振波長はY A Gレ-ザ-の基本波(1.

0　6　4　〃m),第2高調波(5　3　2　n m),第3高調波(3　5　5　n m)の3波長を用いており, 3

波長を同時に大気中に送信している.受信部は直径5　0　c mの受光望遠鏡により集光した後,それ

ぞれの波長をダイクロイ　ック　ミ　ラ-によって分離し,光検出部に導いている.光検出部では3　5　5,

5　3　2　n mの信号検出のダイナ　ミ　ック　レンジを拡大するために高感度用と低感度用の2本の光電子

増培管を使用している　　5　3　2　n mでは,必要に応じて偏光解消度の測定も行える構成となってい

る.信号処理部は　6　c hのA/D変換器と3　c hのホトンカウンターを備えており,昼間の対流

圏観測,夜間の成層圏観測を3　波長同時に行う　こ　とができ　る.

観測結果

現在, 3波長を用いた観測結果より,散乱パラメ-夕(消散係数/後方散乱係数),後方散乱係

数,消散係数の波長依存性の推定を行っている.

データ処理は　Iikura et al.(1987)の方法により背景光レベルを決定し,さらにFernald(1984)

の解法によりエアロゾルによる減衰を補正した.散乱パラメータ(Sl)の推定はSasano and Brow

ell(1989)の方法により,後方散乱係数の高度分布が波長に依らず相似であると仮定し,次式に示す

評価関数Jを用いて3波長のうちの2つの波長(3通りの組み合わせ)でSlをそれぞれ変化させた

て　三三



とき,最も波形が相似となるSlの値を求めた.

EB

J(SI.SI対) -　∑[1n　β1(Zj;SI) - In{A　βr(zjisi')}]*

jl

ここで, SlとSl.は,それぞれ波長入および入一での散乱パラメータ･ Z jは高度, jlとj2は評

価を行った高度範囲である.定数AはSlおよびSl+でJが最小となるように決めている･

Fig.3は1 992年3月4日の観測結果をもとに各波長の組み合わせによるJ (Sl.S1-)をコン

クマップで表したものである.計算した高度領域は1 5　2　2　k mである･各波長のS lは, 3　5

5　n mで1 0-1 2(Fig.3(a)), 5　3　2n mで3　2-42(Fig.3(b))の値であることが1 0　6　4n

mのSl≠値が0から1 00の問であるとして求められた.さらに　35　5n mと5　32　n mの組み

合わせよりそれぞれ, S lは1 1と3　7(Fig.3(c))と推定できた･また,後方散乱係数∂は1. 4,

消散係数γは-1. 6,成層圏エアロゾル(高度1 5-30k m)の光学的厚さは53　2n mで0･

1 0　4であることが,　この日のデータでは推定できた.
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Fig.l Temporal changes in the integrated Fig.2　Mle-scattering multiple wavelength

coeffcient for　532　nm between 15km and　30km.　　　　lidar system.
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Fig.3　A contour map for the performance function J(SI,SI") calculated for the lidar

signals:(a) 355　nm and 1064nra,(b) 532nm and 1064nm,(c) 355nm and　532
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